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①重要業績目標であるKPIのうち、目標として「取組推進」と頻繁にあるが、目標となりうる
のか。具体的な数値目標の設定が難しいということもあろうが、もっとよく検討すべきでは
ないか。

②同じくKPIの中で、例えば2-1-4上水道基幹管路の耐震化率として、現状42.9％、目標60％
とあるが、最終的な目標値として100％の設定はされているのか。
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①について　今回の計画は、現行の県国土強靭化地域計画をベースに策定している。県計画
の中で具体的数値目標が設定しにくいものについては、それを踏襲している部分もある。現
行の県計画が令和２年度までであり、改正の際にはできるだけ具体的な目標が設定できるよ
う県に働きかけることとする。

鳥取河川国道事務所 所長 橋本　浩良
鳥取地方気象台 次長 丸山　和彦
鳥取海上保安署 署長 東條　英一
鳥取県東部地域振興事務所 所長 谷口　透
鳥取警察署 岩美幹部派出所長 菅埜　達人
岩美町産業建設課 課長 飯野　健治
岩美町教育委員会 教育長 寺西　健一
岩美町消防団 団長 出雲　哲實
中国電力株式会社鳥取営業所 所長 梅田　健司
鳥取いなば農協岩美支店 支店長 吉田　浩司
日本赤十字社鳥取県支部事業推進課 課長 中原　眞理子
岩美町社会福祉協議会 事務局長 岩垣　伸一
JR西日本鳥取鉄道部 鳥取駅長 横川　則行
西日本電信電話株式会社鳥取支店 支店長 杉本　健
鳥取県LPガス協会東部支部 支部長 𠮷田　和男
岩美消防署 署長 山本　俊夫
公募代表 西原　賢
公募代表 岡田　美恵子
公募代表 山本　達雄
岩美町自治会長会 代表 吉村　光文
岩美町連合婦人会 会長 寺谷　さくら
岩美町身体障がい者福祉協会 会長 田中　明博



委員：

事務局：

委員：

事務局：

委員：

事務局：

委員：

事務局：

事務局：

15：10閉会

　国土強靭化地域計画は、地域防災計画の上位計画と位置付けられるものである。また地域
防災計画は災害発生後の対応をいかに行うかに重点を置いているが、国土強靭化地域計画
は、起きてはならない最悪の事態を設定し、それに対し何を準備しておくかという、事前防
災の意味合いがより強いものとなっている。

　消防、海保、警察で無線機が異なるので、防災用の無線を預からせてもらっているが、試
験をしたことがない。防災訓練などで使えるかどうか、確認する機会を設けていただけると
ありがたいのだが。

　承知した。

　土砂災害特別警戒区域に対する対策など、この国土強靭化地域計画を策定することで、県
や国により強く要望していけるようになるのか。

　対策優先度がこれまで以上に特に上がることはないと思われるが、この計画を策定してい
ないと、国の補助を受けにくくなったり、対策事業に乗りにくくなることはありうる。本計
画の策定には、そういった目的もある。

　今回の会議に限らず、また意見等あればお知らせいただき、東部４町での協議に乗せ計画
へ反映させていきたいので、よろしくお願いします。。

　KPIの中で、2-1-11福祉避難所の指定について、現状13施設、目標取組推進とある。具体的
には福祉避難所の数を増やすということなのか、避難所としての機能向上や運営体制の整備
ということなのか、もっと具体的に記さないと目標管理は難しいのではないか。

　町内で福祉避難所として利用可能な施設が現在13カ所あり、それらと避難所運営に関する
協定を結んでいる現状を見れば、それは現状で100％達成していると言えるが、今後新しい施
設ができれば、相対的に目標値の表現の仕方も変わってくる。現状で取組推進という表現が
実態を表すにはベターかと考えている。

　町の防災計画と国土強靭化地域計画との、互いの関連性についてよくわからないのだが。


